
 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しい中、４月２０日（水）の授業参観、修学旅行・進路説明会（３年生対象）へのご参加あり

がとうございました。今まで新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、保護者の皆様には来校し

ていただく機会が減っていました。今年は多くの行事を参観していただけそうです。 

授業参観では、保護者の方が近くにいたせいか、生徒はいつも以上に緊張していたようです。し

かし、授業は熱心に取り組んでいました。３年生については、短い時間でしたが、資料を中心に修

学旅行と進路の概要をお伝えしました。３年生は修学旅行の取組が始まります。その中で、ご質問

等があれば、担任（学年）までお知らせください。お子様の安全第一に考えていく修学旅行ですの

で、アレルギーや疾病等については確実にお知らせください。２泊３日の旅行が有意義に、そして

楽しいものになるように職員一同気を付けていきたいと考えています。 

そもそも、修学旅行の目的は何でしょうか。先生も教員生活で３年生を担当することが多く、これ

まで２０回以上京都、奈良、大阪、神戸に行ってきました。先生なりの意義を考えてみますと次のこ

とが目的と考えます。 

① 歴史や自然を学ぶ（歴史的建造物や北九州市にはない自然に触れる・見る） 

この経験はとても大切な経験だと考えます。みなさんは旅行に行くことはあっても、歴史的な建

造物の価値を学ぶ機会は少ないかもしれません。それらの建造物や雄大な自然を見たり、触れた

りすることで、その素晴らしさや時代背景を体感することができるのではないかと思います。すべて

の人が、修学旅行先の訪問地に興味をもつわけではありません（中学校はお寺ばかりで嫌だとい

う人は多くいます）。どこに興味をもつかは、個人の自由ですが、大切なことは、自分自身の経験を

増やすことではないでしょうか。  

② 社会を知り、人との「関わり」を学ぶ（多くの人々との出会いを大切にする） 

学校の外の社会のシステムや人々との関わりを修学旅行では学ぶことになります。修学旅行に

は多くの人が関わっているということを担任の先生は話すと思います。では、修学旅行を成功させ

るために、どのような人々が関わっているのでしょうか。 

＜送り出してくれる、心配してくれるお家の人＞＜学校の先生＞＜旅行会社の人＞＜添乗員さん＞＜

バスガイドさん、運転手さん＞＜観光地の人＞＜昼食場所のレストランの人＞＜宿舎の人＞＜お土

産物屋さんの人＞などが挙げられますが、他にもたくさんの人が修学旅行に関わっていると思いま

す。修学旅行というものは、自分たちの周りに多くの人がいて、その人たちと関わりながら進めてい

けること、その人たちの社会の中で自分たちも過ごしていること、だから、自分に何ができるかを考

えなければいけないことなどを学ぶことができます。 

これを意識しながら修学旅行に参加することは難しいでしょうが、家に帰った後、保護者の方に

お寺や訪問地だけでなく、出会った人について話してみてください。  

③ 社会のルールやマナーを学ぶ（交通ルール、集団生活、訪問先での過ごし方） 

マナーとは、一般的には、その場その場においての作法やその文化や社会で生きるときの行儀

のことです。例えば、誰かと会話をするとき、誰か人と会うとき、誰かとものを食べるとき、自分がや

りやすいように、そしてほかの人が不快にならないように気を付けることです。つまり、社会の一員

としてどうかかわるかを知った上で考えるのが、マナーだと思います。修学旅行で、自分と関わる人

たちに対して、どのように接するべきかを考える際にマナーが大切になるからです。グループ活動

や宿舎内、見学地のマナーはもちろんですが、修学旅行ではこれ以外の様々な場面でのマナーも

学んでほしいと考えています。 

例えば、バスの運転手さんや宿舎の人に会ったときのあいさつの仕方、お風呂や部屋の使い

方、スリッパの並べ方などです。これ以外でも、見学の仕方、道路の歩き方、バスの中での過ごし方

も大切でしょう。数年前の修学旅行で、京都のある旅館の方がこうおっしゃっていました。「靴やスリ

ッパの並べ方でその学校がどういう学校か分かります」と。 

以上書いたことは、先生の経験からですが、これらはすべて、出会った人たちへのみなさんの気

持ちを表すものです。挨拶やマナーは「心（こころ）のキャッチボール」であり、「心（こころ）」でつ

ながる修学旅行はきっと素晴らしい修学旅行になることでしょう。板櫃中学校の３年生ならやれる

はずです！ 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

授業参観、修学旅行・進路説明会が行われました！  

【進路説明会 学校長 補足説明】 
お子様にとって、義務教育の終了後の進路実現に向け、「自分の進路をどうするのか」

という決定をしなければならない時期となりました。進路実現に意欲と自信をもって臨め
るように、教職員・生徒・保護者の三者でお子様の進路実現を目指したいと思います。 
今、毎日のように高校の校長先生が来校しています。その中で２人の高校の校長先生の

話を紹介します。まず、一人目の校長先生は、「今から頑張っていこうとする決意の見え
る人を高校は全力で支援する。中学校のままを引きずって変わろうとしない人は、やはり
特別な指導が必要です」２人目の校長先生は、「高校で伸びる人は挨拶・身だしなみ・掃
除」がきちんとできている。それができてからの、勉強や部活動だ」ということを教えて
いただきました。 
今から先生方、家族と相談しながら自分にあった進路選択を行なって、笑顔で１５の春を
迎えて欲しいと思います。では、板櫃中学校の推薦についての基本的な考え方について説
明します。８ページをご覧ください。 
まず、公立高校の推薦入学を許可される者は、福岡県立高等学校入学者選抜要項、北九

州市立高校はその選抜要項に定められた事項を基本として、次の条件を満たし、校内の推
薦委員会での検討の結果、学校長の推薦を受けた生徒です。 
推薦条件は資料に掲載しています。②の志願する動機・理由は、その高校に入りたいと

いうだけでなく、その高校で何がしたいか、高校卒業後はどういう方向に進みたいかとい
うことも含みます。 
私立高校については、学校ごとに細かな推薦条件がありますので、募集要項が届き次第

確認してください。 
最後に、毎日の勉強、学校生活、部活動、習い事などあたりまえのことをあたりまえに

することが合格への近道です。ここにいるすべての３年生が、板櫃中の生徒として進路実
現に向かって努力できると信じています。以上です。 


